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13 労働時間短縮

· 最近耳にするワークシェアリングの導入状況はどうなんでしょうか。（伊崎慶）

· よく日本人は働きすぎだと言われますが、戦後の高度成長期のなごりなのかなと思いま  す。たしかに労働時間が減ると環境への負荷が減るのは確かだと思いますが、経済成長を続ける限りは、環境の再生能力を上回っているわけで、その点を考える必要があると思います。（松本）

· 労働時間短縮によりボランティア活動がもっと活発になればいいと思った。（梅原）

· 日本人は働きすぎなので労働時間の短縮はいいことだと思うし、休暇をボランティア等にあてることもいいと思った。（入江）

· 「環境ボランティア」について、関心があるだけで実際の行動に結びつかなければ意味が無いような気がする。活動に参加して、身近な経験に触れれば、それだけで環境に対する新たな意識も芽生えるだろうし関心も更に深まるものだと思う。そういった意味で、高齢者だけではなく学生を中心に若年層も積極的に参加してみる価値はあるな～と思いました。（田中）⇔大八木

· 労働時間を短縮しても余暇の過ごし方（図10）にもあるように、旅行などのレジャーが増えるだけであるので「労働時間短縮＝環境保全活動」とはならないと思う。(大八木)

· 労働時間短縮のためにワークシェアリングをもっと取り入れていくべきだと思います。そうすれば企業側にとっては、一人で長時間働いてもらうより二人に分けたほうが仕事の効率も上がるだろうし、労働者にとっては多少収入が下がるかもしれないけど失業者も減るし時間的なゆとりも増えて、環境ボランティアに対する意識も上がると思います。（奥村）

14 フレックスタイム

· フレックスタイム制度は、労働者にとっては労働の時間帯を選べるという利点があり、企業にとっても分散はするが安定した労働力を確保できるので、効率的だと思います。（松本）

· 日本は先進国の中では「時短後進国」と言われているそうですがフレックスタイム制度の導入は日本ではどのくらい普及しているのですか？また他の先進国とはどのくらい普及に差があるのでしょうか？（梅原）

· フレックスタイムを使わないと省エネをすることができないのか？環境に対する意識が低いように思った。（入江）

· 「サテライトオフィス」は現在どのくらい普及してるんでしょうか？（田中）

· この制度の導入によって、一番重要だと思われるコミュニケーション面への支障は否めないと思うのですが、導入率が増加傾向にあるのはちょいとびっくりしました。企業にとって、節約が望める以外に何か効用があるんでしょうかねぇ・・・。それだけでも一番の効用なんでしょうね。（伊崎慶）

· 通勤時間が増大するような、都心部の人口や建物の一極集中は環境をさらに悪化させる要因であると思った。(大八木)⇒「サテライトオフィス」？？？
· サマータイム導入により、エネルギーの消費は効率的になるかもしれないが、レジャーの増加によりゴミが増えるんじゃないかと思います。（奥村）

15 女性社会進出

· たしかにこの仮説のように、男性よりも女性のほうが細かいことに注意がいく傾向があるので、それによって違った点で環境に対処できると思います。（松本）

· 共働きの主婦がリサイクルの時間も場所もないと書かれていますが時間に関しては意識の問題で大抵は解決できるのではないでしょうか？(特に牛乳パックなどは…) （梅原）

· 女性が社会進出することで本当に環境への負荷が小さくなると思いますか？（入江）

· この世に生きる限り、環境問題は全ての人々が自覚すべき問題であり、男女共同で取り組まなければならないものだと思う。（田中）

· 一応、男女雇用機会均等法が存在しているものの、現状として、まだまだ男性社会が常である風潮があると思います。しかしながら、主婦業との両立がどうしてもネックになるんですよね。（伊崎慶）

· ゴミの分別などがしやすいように、似たような商品の包装材などは作っている企業が違っても規格を統一し消費者の混乱を避けることが重要だと感じた。(大八木)

· 環境問題に関する具体的な行動をしている多くが専業主婦なのに、知識と具体的な行動のあいだに脈絡がつかないというところが良く分かりませんでした。（奥村）

46 女性の教育

· 15の仮説の延長だと思います。男性中心の社会だと考え方も偏ったものになるので、可能性が広がることは確かだとおもいます。（松本）

· 発展途上国においては人口増加による貧困の悪循環が起こっていますがもっと女性が経済活動に参加できるように女子教育などによる先進国の援助が必要と思います。（梅原）

· 人口問題の観点から見ても、女性の教育が環境問題に大いに関わりを持っている。環境保全を考える上で、これは１つの重要な要素であると思いました。（田中）

· 女性の社会進出の主体が先進国と考えるならば、この女性の教育の主体は途上国と考えられると思います。女性の教育機会の向上は、諸問題の解決策としてだけでなく、女性にとって、今までなかった生きがい、楽しみが得られるとも考えられますよね。（伊崎慶）

· 女性の就業率を高めるためも、女性の教育水準の向上は必要だと思うが、そのような国々の多くは資源が少なくうえに農業主体の経済であるので結局は賃金の低い子供が必要になってくるのだと思う。(大八木)

· 人口増加と貧困には密接な関係があるので多産を防ぐにはまず経済の改善が必要だと思います。そのためには資金援助だけではなく人的援助も重要だとおもいます。（奥村）
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